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一中国語話者のための漢字指導について一
曽 宏
r漢字指導ユの授 業を受ける前にr漢 字なんて中国人に とって簡単すぎるか ら、受
ける必要があるのか」 と思っていたが、受講 してみる と、 自分が従来意識せずに使 っ
ていた漢字が間違いだ らけで、勉強 しなおす必要がある とまで考えるよ うになった。
この授業を通 して、中国人話者に対する漢宇教育の指導の必要性 を しみ じみ感 じた.
中国語話者が 目本語を学習す るときに、漢字 は誠に頼 りにな る強い味方である。一
連の見慣れない記号の中で漢字 が入ってい るのを見て心強 くなる。漢字の書き方の練
習 も省ける。発音が分か らない ときは母語 の発音 か ら類推すれば、大体当たる し、発
音が分か らな くてもある程度文 章の内容を汲み取れ る。 しか し、逆 に、r冊 ゴを書 くつ
もりだが、自らの手の筋 肉が幼い ときか ら慣れてきたr冊 」の軌跡にペンを走 らせる。
中国語では同 じ発音 のr与 余誉予・」、 日本語ではすべてrよ 」と発音するので、っい
「愉快」をrヨ カイ」 と読んで しま う。「ご自愛 くだ さい」を見て、「慎んで ください」
と誤解 して しま う。 これ も、 日中両語の漢字、漢字に伴 う字形、字音 、意味は必ず し
も一致す るものではないか らである。 中国語話者 に とって、同形語 は常に落 と し穴 で
ある。 目本語 の 「配慮」を 「・心」に 「勃発」 を 「爆発」に、「深い影響」を 「深刻な
影響」に訳 して しま う。字音語である ことか ら、中国人話者 は中国語のス トックの中
に逆戻 りす るのである。 つま りこれ らの字音語において中国人は外国語 としての 目本
語への注意が甘 くなる。漢字 が共通だ とい う馴れ馴れ しさのなかに落ち込むのである。
漢字を指導する際、以下の点に注意すべきだと思 う。①字形の差異のあるものには、
その差異を学習者 に気づかせ 、宿題 として練習 をや らせ る。②朗読練習 にカを入れ る。
③書 く場合、漢字に必ず振 り仮名をつ けさせ る。④絶 えず 日中漢語意味の対照知識 を
吸収 し、指導す るにあたって、その意味のずれ を学習者 に説明す る。特に、 日本語、
中国語それ ぞれの独 自の意味や使い方 を例文で説明す る。⑤r紹 介一介・」な ど日中
同素異順語 は誤用の温床 であるため、それ に関する知識 をよく勉強 し、教 える際学習
者 に気づかせ ること。⑥r習 慣一 ・・ゴ、r意 味一意 ・」などの使 い分けを うま く説 明
できるよ う類義語の勉強 も怠 らない。⑦教科書に漢字語彙が出 る場合、その文章 にお
いてσ)意味を説明するだけでなく、他 の意味も併せて説 明す ること。⑧漢字の意味 を
説 明す る際、それに関連†る他の漢語や和語、外来語(例:失 敗、過失、失策、過ち、
へま、ミス、エ ラー等〉についても、それ らの語意の使い分 けを例文で説明すること。
(ソ ウ コウ・日中言語文化対照研究室修士課程1年)
一87一
